
Ⅰ．事業評価総括表 

備 考

1 地域活性化措置

今庄365スキー場高圧ケー

ブル更新事業

南越前町 8,217,000 8,217,000

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交

付金事業者名

交付金事業に要し

た経費

交付金充当額

3

企業導入・産業活

性化措置

定置漁業振興対策事業 南越前町 66,666,000 27,000,000

2 福祉対策措置

河野診療所・河野保健福祉

センター空調設備改修事業

南越前町 10,308,100 9,000,000

5 福祉対策措置

南条文化会館空調設備改修

事業

南越前町 11,811,800 10,543,000

4 福祉対策措置

湯尾小学校放送設備更新事

業

南越前町 10,908,000 10,500,000

27,367,000

6 福祉対策措置 町道岩谷線道路改良事業 南越前町 5,038,000 4,400,000

7 福祉対策措置 南条こども園維持運営事業 南越前町 31,064,310

27,600,0008 地域活性化措置

南越前町広域観光推進事業

基金造成事業

南越前町 27,600,000



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

設備障害による休業日

数0日

第2次南越前町総合計画

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 今庄365スキー場高圧ケーブル更新事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第3章：活き活きと働けるまちづくり

基本施策13：観光の振興

細施策32：観光基盤の整備充実

・観光施設の整備と活用の促進

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町 板取

交付金事業の概要

　今庄３６５スキー場は、平成２年にオープンして以来、旧今庄町および南越前町を代表する観光施設

として多くの観光客が訪れているが、設備の老朽化が課題となっている。このことから、老朽化した設

備の更新に本補助金を充当することにより、当該施設の安定した運営が可能となり、更には利用者の安

全の確保を図ります。

（事業の概要）

 ・高圧ケーブル更新　　600ｍ



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 観光まちづくり課

交付金事業の担当課室 観光まちづくり課

8,217,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 8,217,000

0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 8,217,000

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ 100.0

工事の出来高率

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

空調設備の故障等によ

る未稼働日0日

第2次南越前町総合計画

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

2 福祉対策措置 河野診療所・河野保健福祉センター空調設備改修事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第1章：町民に優しいまちづくり

基本施策1：健康な心と体づくり、保健・医療・福祉・介護の連携の強化と充実

細施策3：医療・保健施設の整備と機能の充実

・医療・保健施設の整備と連携の強化

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町甲楽城

交付金事業の概要

　河野診療所および河野保健福祉センターの空調設備は、設置から１０年以上が経過しており、屋外に

設置された室外機が塩害等により劣化し空調機能が著しく低下している。このことから、空調設備の改

修に本補助金を充当することにより、当該施設の機能改善を図ります。

（事業の概要）

 ・空調設備改修工事　　室内機14台、室外機4台



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 保健福祉課

交付金事業の担当課室 保健福祉課

9,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 9,000,000

0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 10,308,100

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ 100.0

工事の出来高率

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和２年度

平成25年度の漁獲量か

ら50t/年増

第2次南越前町総合計画

施策の指標

達成度 ％ ―

評価年度の設定理由

令和元年度中に更新を実施するため、通年での漁獲量の成果に反映されるのが令和２年度であるため。

（令和元年度成果見込　1,026.9t）

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ｔ ―

目標値 ｔ 1,220

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

3 企業導入・産業活性化措置 定置漁業振興対策事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第3章：活き活きと働けるまちづくり

基本施策11：農林水産業の振興

細施策28：農林水産業を支える基盤の整備充実と保全

・水産業の振興と基盤整備

　　柱とする施策の指標　　漁獲量/年　現状値(H25)：1,170t　目標値(H31)：1,220t

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町河野　他２ヵ所

交付金事業の概要

　現在使用している置網は、老朽化が著しいため修繕による対応も難しく、更新するためにも多額の費

用が必要なことから、定置漁業事業者単独での実施が困難な状況であることから、当町が定置漁業事業

者に対して行う補助事業に本補助金を充当することにより、定置漁業の経営基盤を強化し生産性の増加

を図ります。

（事業の概要）

 ・箱網　３ヶ統（河今定置網、甲楽城定置網、糠定置網）



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 農林水産課

交付金事業の担当課室 農林水産課

27,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 27,000,000

0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 66,666,000

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ 100.0

定置漁業事業者への補助

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100



交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書

措置名 交付金事業の名称

企業導入・産業活性化措置 定置漁業振興対策事業

交付金事業の成果目標 1,220ｔ/年

交付金事業の成果指標 南越前町の年間漁獲量

評価年度 令和２年度

成果実績 802ｔ

目標値 1,220ｔ

達成度（％） 65.7%

評価年度の設定理由

当該事業は漁業協同組合が実施する定置網更新に係る経費を補助するもので、令和元年12月25日に

事業が完了しました。事業実施後の漁獲量をもって効果を検証するため、評価年度を令和2年度と

しました。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　事業実施後の令和２年（R2.1月～R2.12月）の漁獲量は802ｔとなり、令和元年の漁獲量1,196ｔ

と比較すると大きく減少しています。近年の現象として、ブリやサワラ等の分布域の北上化があ

り、海水温の上昇が主要因と考えられています。当町においても、ブリ・サワラ類における漁獲量

の減少を見ると、断定は難しいものの少なからず北上化の影響を受けていると考えられます。

　上記の理由から、令和２年の漁獲量において目標達成はできませんでしたが、本事業により魚価

単価向上や荒天時にも操業可能になるなどの効果は見込まれます。これにより安定した漁獲量の確

保を目指し、さらなる漁業経営の安定化・水産業の活性化を図るため、引き続き定置網漁業への支

援を行っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

8



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

放送設備の故障等によ

る未稼働日0日

第2次南越前町総合計画

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

4 福祉対策措置 湯尾小学校放送設備更新事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第4章：人と文化を育むまちづくり

基本施策14：豊かな人間性を育む教育の充実と環境の整備

細施策36：安全な教育環境の整備

・安全で安心して通える学校づくりの推進

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町 湯尾

交付金事業の概要

　湯尾小学校の放送設備は、老朽化による故障により放送室親機からの放送しか行えず、雑音の混入や

音量が安定しない等の不具合が発生しています。このことから、放送設備の更新に本補助金を充当する

ことにより、安定した放送環境を構築し、児童への充実した学校環境の提供と緊急時における対応の強

化を図ります。

（事業の概要）

 ・放送設備更新工事（放送室、体育館、校庭、その他）



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 教育委員会

交付金事業の担当課室 教育委員会

10,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 10,500,000

0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 10,908,000

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ 100.0

工事の出来高率

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

空調設備の故障等によ

る未稼働日0日

第2次南越前町総合計画

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

5 福祉対策措置 南条文化会館空調設備改修事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第4章：人と文化を育むまちづくり

基本施策16：歴史文化の継承と芸術文化の振興

細施策42：芸術・文化の振興

・芸術鑑賞会などの開催

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町 牧谷

交付金事業の概要

　南条文化会館の空調設備は、機器の老朽化により故障が多く発生しており、設備が古いことから部品

の生産が終了し修繕が困難な状況となっています。このことから、空調設備の改修に本補助金を充当す

ることにより、当該施設の機能改善を図ります。

（事業の概要）

 ・空調設備改修工事　　室内機12台、室外機6台、



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 教育委員会

交付金事業の担当課室 教育委員会

10,543,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 10,543,000

0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 11,811,800

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ 100.0

工事の出来高率

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

今回舗装工事区間にお

ける道路破損による通

行規制0回

第2次南越前町総合計画

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

番号 措置名 交付金事業の名称

6 福祉対策費 町道岩谷線道路改良事業

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第2次南越前町総合計画

第2章：安全安心して暮らせるまちづくり

基本施策7：道路交通網の整備

細施策21：生活道路の整備

・生活に密着した道路の整備

事業開始年度 平成31年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町 岩谷

交付金事業の概要

　町道岩谷線は、広野ダムから夜叉ヶ池登山口を結ぶ道路として、地元住民および毎年多くの観光客が

利用しているが、一部の未舗装区間において、路面が大雨により洗掘され通行に支障を来たす障害が発

生しています。未舗装区間の舗装工事に本補助金を充当することにより、道路の安全性を確保し利用者

の利便性の向上を図ります。

（事業の概要）

 ・施工延長　　L=367.5ｍ　A=1,270㎡



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 建設整備課

交付金事業の担当課室 建設整備課

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 4,400,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

総事業費 5,038,000

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 R元年 年 年

達成度 ％ #DIV/0!

工事の出来高率

活動実績 日

活動見込 日



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

南越前町子ども・子育て支援事業計画（平成２７年度～平成３１年度）

　重点目標　教育・保育サービスの充実

　　⑵　教育・保育の量の見込みと確保の方策

　　　幼稚園教育を希望する家庭、保育が必要な家庭へのニーズに対応するため、教育・保育施設の整

　　　備及び必要な人材の確保を行い、本町の待機児童数０人を目指します。

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町東大道

番号 措置名 交付金事業の名称

1 福祉対策措置 南条こども園維持運営事業

交付金事業の概要

　当町の共働き率は５９．３％であり、全国でも上位である福井県平均５６．８％よりも高い数字であ

ることから、育児負担の軽減、育児不安の解消及び世帯間交流の場等多様な役割を担っている保育所の

安定的な維持運営が必要です。本補助金を保育士人件費に充当することにより、安全で信頼できる保育

環境を構築するとともに、円滑な保育事業の運営を行い、住民福祉の充実を図ることを目標とします。

（事業の概要）

　南条こども園の保育士人件費に本補助金を充当します。

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

令和元年度の待機児童

数0人を目指す

南越前町子ども・子育

て支援事業計画目標値

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 0

目標値 人 0

―



うち文部科学省分

うち経済産業省分

27,367,000

保育士人件費 雇用 ― 32,681,044

27,377,000

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

平成30年度 令和元年度 備考

31,793,100 31,064,310

27,377,000 27,367,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 保健福祉課

交付金事業の担当課室 保健福祉課

達成度 ％ 90.0% 74.4%

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 平成30年 令和元年

保育士の雇用量

（雇用人数（人）×雇用期間（月））

％ 135 134

活動見込 ％ 150 180

活動実績



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果

実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和７年度

令和6年度交流人口

780,000人

第2次南越前町総合計画

後期計画

基本構想目標値 達成度 ％ 0.0

評価年度の設定理由

南越前町広域観光推進事業が位置付けられている第2次南越前町総合計画の終期が令和6年度であり、当

該計画が終了してから事業評価が可能となるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人

目標値 人 780,000

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業に関係する主要政

策・施策と目標

第２次南越前町総合計画　後期計画

第３章：活き活きと働けるまちづくり　基本施策１３：観光の振興　細施策３２：観光基盤の整備充実

・観光でこころひとつになり、活力ある地域が創造されるまち

【基本構想　第２章　２　交流人口の目標】

　入込客数：平成２５年　６２８，０００人　⇒　令和６年　７８０，０００人

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南越前町

交付金事業実施場所 南越前町中小屋地係　他

交付金事業の概要

　当町と近隣市町が有する観光資源の連携を強化し広域観光の推進を図るため、南越前町広域観光推進

事業基金を造成します。基金を観光資源の整備に充てることにより、地域の特性を活かした魅力ある観

光地域の形成と、特定のテーマに関心の高い観光客の更なる誘致を図ります。

（事業の概要）

　・河野北前船主通り魅力向上ブランド発信事業（観光休憩所整備、観光案内看板整備等）

　・旧北陸線トンネル群観光連携事業（トンネル群周辺整備等）

　・花はす公園リニューアル事業（バリアフリー化、イルミネーション、暑さ対策施設整備等）

　・今庄宿魅力向上ブランド発信事業（資料展示スペース整備等）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 南越前町広域観光推進事業基金造成事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 総務課

交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 15,600,000 27,600,000

15,600,000 27,600,000

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 備考

総事業費 15,600,000 27,600,000

交付金事業の活動指標及び活動

実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度 年

達成度 ％ 100.0 100.0

基金造成額

活動実績 円 15,600,000 27,600,000

活動見込 円 15,600,000 27,600,000


